
（別紙３）

〜 令和7年2月23日

（対象者数） 13名 （回答者数） 10名

〜 令和7年2月23日

（対象者数） 4名 （回答者数） ４名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

専門性を高めるための研修を受けて実践につなげている。

2

計画的な広報活動と保護者会等の定期的な開催。

3

専門性を高めるための研修を受けて実践につなげている。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

個人情報に配慮しながらホームページやSNSで発信できるよ
うに取り組んでいく。

2

3

○事業所名 児童発達支援センター び〜と

○保護者評価実施期間 令和7年1月9日

○保護者評価有効回答数

令和7年1月9日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和７年２月 23日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

行事や療育の様子をホームページやSNSで情報発信できてい
ない。

個人情報の取り扱いについて検討を行っている。

小集団の活動を通して利用児一人ひとりにあった支援を提供
できている。

スモールステップで「できた」という成功体験の積み重ねが
できるような支援プログラムを考え療育を行っている。

保護者や関係者への支援 ペアレントトレーニングや療育セミナーを開催し、保護者や
地域の方と一緒にスキルアップを行っている。

チームワーク 活動などで工夫が必要な時には、職員全員で話し合い、アイ
ディアを出して活動内容の検討を行い児童一人ひとりに合っ
た活動を提供している。

事業所における自己評価総括表公表


